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問
題
11：

日
本
軍
は
物
量
で
敗
れ
る
前

に
、
知
恵
で
敗
れ
て
は
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か

（
１
）
日
本
陸
軍
の
装
備
は
日
露
戦
争
の

ま
ま列

強
は
第
一
次
大
戦
で
の
教
訓
か
ら
、

犠
牲
の
多
い
白
兵
戦
を
避
け
る
た
め
、

機
械
化
を
進
め
た
。
ま
ず
長
距
離
砲
で

要
塞
を
破
壊
し
、
戦
車
で
戦
線
突
破
す

る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
歩
兵
の
白
兵

戦
は
最
後
の
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
の
歩

兵
は
自
動
小
銃
と
小
銃
で
武
装
し
た
。

さ
ら
に
兵
站
を
重
視
し
、
自
動
車
、

装
甲
車
等
の
活
用
で
、
武
器
や
食
料
の

高
速
大
量
輸
送
を
目
指
し
た
。
重
機
も

活
用
し
、
占
領
地
に
短
期
で
滑
走
路
を

建
設
し
、
あ
る
い
は
輸
送
路
を
開
設
す

る
な
ど
短
期
決
戦
を
目
指
し
た
。

他
方
、
日
本
陸
軍
の
非
近
代
性
は
目

を
覆
い
た
く
な
る
。
日
露
戦
争
当
時
か

ら
変
わ
ら
な
い
「
白
兵
銃
剣
主
義
」
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敗
戦
ま
で

ほ
と
ん
ど
進
歩
は
な
か
っ
た
。
白
兵
戦

の
主
役
で
あ
る
歩
兵
は
明
治
時
代
の
三

八
式
歩
兵
銃
を
持
た
さ
れ
、
自
動
小
銃

は
な
か
っ
た
。
小
銃
も
無
く
、
接
近
戦

は
銃
剣
で
闘
っ
た
。

大
砲
と
戦
車
は
歩
兵
支
援
で
あ
り
、

こ
と
に
戦
車
は
数
が
少
な
い
だ
け
で
な

く
装
甲
も
砲
力
も
劣
り
、
戦
車
戦
は
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
ロ
ン

メ
ル
と
英
仏
軍
の
あ
の
雄
大
な
ア
フ
リ

カ
戦
線
で
の
戦
車
戦
な
ど
夢
物
語
だ
。

さ
ら
に
兵
站
が
貧
弱
な
こ
と
は
致
命

的
で
あ
っ
た
。
そ
の
輸
送
の
主
力
は
最

後
ま
で
馬
で
、
こ
れ
で
は
大
量
の
兵
器

や
弾
薬
を
高
速
で
運
べ
る
わ
け
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
の
技
術

力
な
ら
機
械
化
が
充
分
可
能
だ
っ
た
は

ず
。
そ
の
意
欲
が
無
か
っ
た
だ
け
で
あ

る
。「

白
兵
銃
剣
主
義
」
の
日
本
は
、
中

国
大
陸
で
８
年
か
け
て
45
万
の
戦
死
者

を
出
し
た
が
勝
て
な
か
っ
た
。
他
方
、

当
時
の
列
強
の
戦
い
方
は
短
期
決
戦
で

あ
る
。
独
ソ
戦
を
み
れ
ば
勝
負
は
半
年

で
決
し
た
。
ナ
チ
ス
は
、
１
カ
月
で
オ

ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
を
攻

略
し
て
い
る
。

日
中
戦
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
は
同
じ

時
代
の
戦
争
と
は
思
え
な
い
格
差
が
あ

っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
が
中

国
戦
線
を
継
続
し
た
ま
ま
英
米
と
戦
う

と
い
う
二
正
面
作
戦
を
目
指
し
た
の
は

信
じ
が
た
い
こ
と
だ
。

（
２
）
海
軍
の
艦
隊
決
戦
主
義
と
い
う
時

代
錯
誤

海
軍
は
、
日
露
戦
争
で
の
成
功
体
験

か
ら
抜
け
け
だ
せ
ず
、
艦
隊
決
戦
主
義

に
固
執
し
た
。
そ
の
象
徴
は
、「
戦
艦
大

和
」
と
い
う
時
代
錯
誤
で
あ
る
。
今
で

も
世
界
最
大
・
最
強
の
戦
艦
な
ど
自
慢

す
る
も
の
も
多
い
が
、
実
際
は
、
列
強

が
も
は
や
こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
ら
な

か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。「
大
和
の
48
セ
ン

チ
の
主
砲
は
世
界
最
強
」
と
豪
語
し
て

も
、「
た
っ
た
」
42
キ
ロ
し
か
届
か
な
い
。

開
戦
時
に
は
艦
載
機
の
作
戦
行
動
範
囲

は
１
０
０
０
キ
ロ
の
時
代
に
入
っ
て
い

た
の
で
、
こ
れ
で
は
勝
負
に
な
ら
な
い

の
だ
。

使
い
道
が
な
い
の
で
持
て
あ
ま
し
た

ら
し
く
、
大
和
型
二
番
艦
の
「
武
蔵
」

は
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
、
敵
機
の
「
標
的

艦
」
と
な
っ
て
沈
ん
だ
。
大
和
の
最
後

は
小
説
に
も
な
っ
た
が
、
沖
縄
特
攻
で

出
撃
し
、
海
岸
に
擱
坐
さ
せ
て
米
上
陸

部
隊
を
砲
撃
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
沖

縄
の
は
る
か
手
前
で
艦
載
機
に
よ
り
撃

沈
さ
れ
た
。
三
番
艦
の
「
信
濃
」
は
建

造
途
中
で
空
母
に
変
更
さ
れ
た
が
、
そ

の
鈍
重
で
巨
大
な
空
母
の
使
い
道
が
決

ま
ら
な
い
ま
ま
、
横
須
賀
か
ら
呉
に
回

航
中
に
、
一
隻
の
米
国
潜
水
艦
に
沈
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
和
型
戦
艦
１
隻
の
費
用
で
飛
竜
型

空
母
３
隻
作
れ
る
と
い
う
。
大
和
、
武

蔵
、
信
濃
の
３
隻
の
費
用
で
空
母
を
建

造
す
れ
ば
９
隻
作
れ
た
は
ず
だ
。
ミ
ッ

ド
ウ
エ
ー
海
戦
で
、
空
母
４
隻
を
失
っ

て
戦
争
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
の
だ
。
９

隻
分
の
無
駄
遣
い
は
致
命
的
で
あ
る
。

潜
水
艦
の
扱
い
も
理
解
困
難
で
あ
る
。

当
時
の
潜
水
艦
は
、
ド
イ
ツ
の
Ｕ
ボ
ー

ト
の
よ
う
に
輸
送
船
を
攻
撃
し
、
補
給

路
を
遮
断
す
る
の
が
主
要
任
務
だ
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
潜
水
艦
は
開
戦
時
に

３
５
０
隻
あ
り
そ
の
性
能
は
世
界
水
準

に
あ
っ
た
が
、
あ
り
も
し
な
い
艦
隊
決

戦
に
備
え
、
最
後
ま
で
そ
の
よ
う
な
任

務
に
就
か
な
か
っ
た
。

例
え
ば
Ｂ
29
が
連
日
日
本
の
都
市
を

焼
き
つ
く
し
て
い
る
時
に
、
サ
イ
パ
ン

島
へ
向
か
う
タ
ン
カ
ー
を
攻
撃
す
る
こ

と
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
傍
観
し
て
い
た
。

こ
の
潜
水
艦
の
扱
い
に
は
敵
将
の
ニ
ミ

ッ
ツ
提
督
が
驚
い
た
よ
う
で
、「
主
要
な

兵
器
が
そ
の
真
の
潜
在
能
力
を
認
識
さ

れ
な
か
っ
た
史
上
ま
れ
に
み
る
例
」
と

の
言
を
残
し
て
い
る
。

逆
に
、
日
本
の
輸
送
路
は
米
国
の
潜

水
艦
で
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
。
日
本
海

軍
に
は
優
秀
な
駆
逐
艦
群
が
あ
っ
た
。

船
団
護
衛
は
そ
の
駆
逐
艦
の
任
務
の
は

ず
だ
が
、
そ
れ
を
商
船
改
造
の
鈍
重
な

特
務
艦
に
任
せ
、
自
ら
は
、
こ
れ
ま
た

あ
り
も
し
な
い
艦
隊
決
戦
に
備
え
て
い

た
。
船
団
護
衛
の
よ
う
な
「
く
だ
ら
な

い
」
仕
事
は
オ
レ
達
の
や
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
結

果
、
本
土
は
食
糧
さ
え
満
足
に
確
保
で

第56回　自民党の改正草案検証（その14）

高校生が議論するための歴史課題、その７

「「 甘甘 ええ 」」 がが 日日 本本 をを 滅滅 ぼぼ すす
どうすれば強い日本を作れるのか

弁護士　金子博人

The Lawyers September 2014 1

随想



2 The Lawyers September 2014

■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

（
３
）
航
空
兵
力
の
限
界

第
二
次
大
戦
は
、
艦
隊
決
戦
で
な
く

航
空
戦
力
が
勝
敗
を
分
け
た
。
日
本
の

航
空
機
の
性
能
は
、
開
戦
時
に
お
い
て

は
世
界
水
準
に
達
し
て
い
た
と
い
っ
て

よ
い
。
こ
と
に
海
軍
の
ゼ
ロ
戦
（
零
式

艦
上
戦
闘
機
）
は
、
開
戦
か
ら
１
年
く

ら
い
は
大
き
な
戦
果
を
上
げ
た
。
こ
れ

が
、
日
本
軍
の
初
戦
の
快
進
撃
の
最
大

の
要
因
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
ゼ
ロ
戦
は
軽
量
化
に

よ
り
急
降
下
が
で
き
な
い
と
い
う
弱
点

を
見
抜
か
れ
、
開
戦
１
年
後
に
は
活
躍

の
場
を
急
速
に
失
っ
て
い
っ
た
。
後
継

機
で
あ
る
「
烈
風
」
は
、
エ
ン
ジ
ン
の

選
択
で
技
術
者
と
軍
の
意
見
が
分
か
れ

て
一
旦
開
発
中
止
と
な
る
な
ど
奇
妙
な

理
由
で
開
発
が
お
く
れ
、
結
局
戦
線
に

送
り
出
せ
な
か
っ
た
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
、
ワ
イ
ル

ド
キ
ャ
ッ
ト
の
発
展
型
に
す
ぎ
な
い
ヘ

ル
キ
ャ
ッ
ト
を
開
戦
１
年
後
に
は
戦
場

に
送
り
込
ん
で
ゼ
ロ
戦
を
圧
倒
し
、
イ

ギ
リ
ス
は
ス
ピ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ア
ー
の
大

幅
改
良
を
繰
り
返
し
て
ナ
チ
ス
に
対
抗

し
、
最
後
ま
で
戦
い
抜
い
た
。
英
米
は

性
能
向
上
機
を
い
か
に
早
く
戦
場
に
送

る
か
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
た
の
だ
。

航
空
燃
料
や
潤
滑
油
の
質
は
、
航
空

機
の
性
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

ア
メ
リ
カ
軍
の
ガ
ソ
リ
ン
は
１
０
０
オ

ク
タ
ン
価
で
あ
っ
た
が
、
日
本
は
90
オ

ク
タ
ン
価
を
超
え
る
も
の
を
精
製
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
の

性
能
を
十
分
に
引
き
出
せ
ず
、
戦
力
は

大
幅
に
落
ち
る
。
日
本
は
開
発
能
力
を

ど
こ
に
つ
ぎ
込
む
か
の
戦
略
が
欠
け
て

い
た
の
だ
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
開
発
で

き
た
は
ず
だ
っ
た
が
。

最
も
問
題
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
戦
闘
に
よ
り
消
耗
す
る

の
で
、
航
空
戦
力
を
維
持
す
る
に
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
シ
ス
テ
ム
が
重
要

で
あ
る
。
し
か
も
一
人
前
に
す
る
に
は

３
年
か
か
る
の
で
、
付
け
焼
刃
で
は
間

に
合
わ
な
い
。
こ
れ
は
物
量
の
問
題
で

な
く
知
恵
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
残
念

な
が
ら
、
養
成
シ
ス
テ
ム
に
力
を
入
れ

て
い
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。

１
９
４
２
年
で
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
総

数
は
日
本
は
３
０
０
０
人
、
米
国
は
１

万
人
以
上
と
差
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
格

差
は
そ
の
後
急
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
、

よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
日
本
の

軍
用
機
は
防
御
シ
ス
テ
ム
が
薄
弱
で
、

攻
撃
を
受
け
れ
ば
す
ぐ
火
を
吹
い
て
空

中
分
解
し
た
。

そ
の
た
め
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
争
奪
戦
、

ラ
バ
ウ
ル
攻
防
戦
等
で
消
耗
し
、
天
王

山
と
な
っ
た
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
（
昭
和

19
年
６
月
）
で
は
、
開
戦
時
の
練
達
な

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
も
機
体
は
旧
式
で
燃
料

も
劣
悪
な
の
で
、
未
熟
な
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
日
本
機
は
面
白
い
よ
う
に
撃
ち
落
と

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
、「
マ
リ
ア
ナ

の
七
面
鳥
討
ち
」
と
嘲
笑
さ
れ
た
。
そ

の
後
の
日
本
軍
が
頼
っ
た
の
は
、
カ
ミ

カ
ゼ
特
攻
隊
だ
っ
た
。

（
４
）
日
本
に
バ
ト
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ

ン
は
起
こ
ら
ず

イ
ギ
リ
ス
は
40
年
（
昭
和
15
年
）
６

月
、
ナ
チ
ス
の
上
陸
を
覚
悟
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
た
が
、
そ
の
物
量

は
圧
倒
的
に
劣
勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し

イ
ギ
リ
ス
は
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
に
面
し

て
レ
ー
ダ
ー
網
を
築
き
、
早
期
に
ド
イ

ツ
軍
機
の
侵
攻
を
察
知
し
、
ス
ピ
ッ
ト

フ
ァ
イ
ア
ー
戦
闘
機
が
太
陽
を
背
に
し

た
高
空
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
る
戦
法
で

制
空
権
を
守
り
抜
き
、
上
陸
を
断
念
さ

せ
た
の
だ
。
こ
れ
が
有
名
な
バ
ト
ル
・

オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
で
あ
る
。

マ
リ
ア
ナ
海
戦
で
日
本
は
惨
敗
し
て

サ
イ
パ
ン
や
グ
ア
ム
が
ア
メ
リ
カ
の
手

に
渡
り
、
昭
和
19
年
11
月
か
ら
、
Ｂ
29

が
日
本
の
各
都
市
を
爆
撃
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
バ
ト
ル
・

オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

レ
ー
ダ
ー
の
開
発
は
遅
れ
、
爆
音
が
聞

こ
え
て
初
め
て
気
付
く
と
い
う
の
が
実

際
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ダ
ー
の
基
礎
技
術
に
つ
い
て
は
、

も
と
も
と
日
本
は
先
進
国
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
ア
ン
テ
ナ
で

あ
る
。
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
ア
ン
テ
ナ
が
無
か
っ

た
の
な
ら
イ
ギ
リ
ス
は
勝
て
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
は
日
本
の
東

北
大
の
八
木
秀
次
博
士
が
１
９
２
５
年

に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

は
こ
れ
を
す
ぐ
導
入
し
た
が
、
日
本
の

軍
部
は
、
こ
れ
に
見
向
き
も
し
な
か
っ

た
の
だ
。

ま
た
日
本
の
高
射
砲
は
１
万
メ
ー
ト

ル
で
侵
入
す
る
Ｂ
29
に
は
無
力
で
あ
っ

た
。
７
０
０
０
メ
ー
ト
ル
し
か
届
か
な

か
っ
た
の
だ
。
Ｂ
29
の
開
発
（
１
９
４

２
年
９
月
初
飛
行
）
は
、
日
本
に
も
情

報
が
届
い
て
い
た
が
、
対
策
は
な
か
っ

た
の
だ
。
慌
て
て
開
発
し
た
１
万
メ
ー

ト
ル
に
届
く
高
射
砲
は
、
帝
都
の
久
我

山
に
配
備
さ
れ
成
果
を
上
げ
始
め
た
が
、

終
戦
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
、

遅
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
日
本
の
防
空
戦
闘
機
は
Ｂ

29
に
対
し
能
力
不
足
だ
っ
た
。
高
高
度

用
過
給
機
の
開
発
が
間
に
合
わ
ず
、
日

本
の
戦
闘
機
は
１
万
メ
ー
ト
ル
で
は
性

能
が
大
幅
に
低
下
し
た
の
だ
。
過
給
機

の
開
発
も
、
早
く
着
手
す
れ
ば
手
に
入

れ
ら
れ
る
技
術
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
。

（
５
）
無
駄
な
人
命
の
喪
失
は
文
化
の
問

題
東
条
英
機
は
、
昭
和
16
年
１
月
８
日

に
戦
陣
訓
を
示
達
し
た
。
そ
の
中
に

「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
あ

る
。
そ
の
た
め
、
日
本
兵
は
立
派
に
戦

っ
た
あ
と
投
降
で
き
ず
、
最
後
は
万
歳

突
撃
、
玉
砕
、
自
決
を
し
た
。
し
か
し

近
代
戦
で
は
、
組
織
的
な
戦
闘
が
で
き

な
く
な
れ
ば
投
降
し
、
戦
争
捕
虜
は
人

道
的
に
扱
う
と
い
う
の
が
大
原
則
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
無
駄
な
犠
牲
を
出
さ
な

い
た
め
に
欧
米
文
化
が
た
ど
り
着
い
た

成
果
で
あ
る
。
日
本
が
こ
の
文
化
を
共

有
し
て
い
れ
ば
、
靖
国
の
英
霊
の
う
ち

の
過
半
数
は
、
死
な
な
く
て
も
よ
か
っ

た
は
ず
だ
。

日
本
は
知
恵
で
負
け
た
だ
け
で
な
く
、

文
化
で
も
敗
北
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

問
題
12：

白
人
の
植
民
地
支
配
を
排
除

し
た
日
本
軍
は
現
地
で
解
放
軍
と
し
て

迎
え
ら
れ
た
か
（
以
下
次
号
）

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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